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古
語
拾
遺
伝
本
系
統
考

宮

津

俊

雅

伝
本
が
一
ニ
本
の
場
合
を
、
古
語
拾
遺
を
併
に
考
察
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
古
語
拾
遺
の
伝
本
が
三
本
し
か
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

影
印
公
刊
さ
れ
た
古
写
伝
本
が
五
本
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
校
訂
本
も
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
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吉
語
拾
遺
伝
本
の
三
本
は

嘉
禄
本

天
理
図
書
諮
蔵
。
天
理
臨
書
館
善
本
叢
書
1

『
古
代
史
籍
集
ヘ

一
九
七
二
年

前
田
家
尊
経
関
蔵
。
尊
経
閣
叢
刊
『
古
語
拾
遺
ヘ

亮
瀬
本

麿
仁
本

で
あ
る
。
た
だ
し
、
麻
閣
仁
本
は
巻
替
の
四
半
を
欠
い
て
お
り
、
こ
の
部
分
を
除
く
後
部
四
分
之
三
で
の
み
コ
一
本
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す

九

六
年

天
理
図
書
館
蔵
。

『
古
代
史
籍
集
』
、

一
九
七
二
年



る。
古
語
拾
遺
伝
本
系
統
考

一
本
間
で
異
間
の
あ
る
所
を
次
頁
以
下
に
嘉
禄
本
の
行
数
を
示
し
て
、
出
現
願
に
挙
げ
る
。
そ
れ
ら
を
ま
た
、
二
種
の
校
訂
本

一
九
七
六
年

7
月
、
現
代
患
潮
社
。

。
安
田
尚
道
・
秋
本
吉
徳
校
注
『
古
語
拾
遺

O
西
宮

民
『
古
語
拾
遺
』
(
岩
波
文
庫
)

高
橋
氏
文
』
(
新
撰
日
本
古
典
文
庫
4
)
、

一
九
八
五
年
3
月
、
岩
波
書
店
。

の
本
文
に
共
に
採
用
さ
れ
て
い
る
字
国
に

O
印
を
、

一
方
に
の
み
採
用
さ
れ
て
い
る
字
面
に
は

O
(新
撰
日
本
古
典
文
康
)
ま
た
は

O
(岩

波
文
庫
)
を
付
し
た
。

O
六
七

O
六
七

O
六
八

O
六
八

O
六
八

O
六
九

O
七
O

O
七
O

O 
七
O 
七 行

嘉
禄
本

。
今
。
ナ
シ

。
之
。
調
也。日
。
鳴
。
ナ
シ

O 
及
O 
鳴
。
ナ
シ

亮
頗
本

。
今
。
ナ
シ

。
調
也

o 
日鳥
。
ナ
シ

O 
及
O 
鳴
。
ナ
シ

麿
仁
本

メ合、
寸ヨ此
口

ナ
シ

ナ
シ

自

。日烏被乃鳥々
O 
七
O 
七
O 
七
O 
七
O
七
回

O
七
五

O
七
五

O
七
五

O
七
六

O
七
六

行

嘉
禄
本

。
今
O 
蛇
。
ナ
シ

O 
蛇
o 
征
。
薙
o 
也
O 
鳴
。
ナ
シ

。
ア
リ

亮
瀬
本

O 
蛇

O 
蛇

。
征
。
薙

o 
鳴
。
ナ
シ

。
ア
リ

暦
仁
本

令

。
今地

々

O 
々ナ
シ
往護

ナ
シ

ナ
シ

也ナ
シ

O 
七
七

O
七
八

O
七
八

O
七
八

O
八

O

O 
J¥ 
O 
J¥ 
O 
J¥ 
O 
J¥ 
O 
八一 行

嘉
禄
本

O O 
国
O 
共
。
ナ
シ

。
高

。
ナ
シ

。
ナ
シ

。
ナ
シ

亮
順
本

。
彦

。
国

。
高

彦

。
産
。
ナ
シ

。
ナ
シ

。
ナ
シ

麿
仁
本
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O 
少

彦

O 
産関

其

O
A品ハ

干事

。
ナ
シ

ナ
シ

o 
産之

O 
也也



O 
}¥ 
O
八
五

O
八
六

O
八
六

O
八
七

O
八
七

ーJ
1

、マ、、

〆
L

F
ノ
F
ノ

O 
九
O 
九
O
九一一一

O
九
四

O
九
五

O
九
七

O
九
九
一O
O
O 行

嘉
禄
本

亮
隈
本

彦

。
其

ナ
シ

。
主
神

o 
速
。
其

。
ナ
シ

。常
O 
至五
日口

。
薙
草

。
剣
鏡

。
侶
。
椎
O
護
宜

O 
亦 楯

。
ナ
シ

。常
。
至近
口口

天

。
犬
。
薙
草

ナ
シ

。
可
O 
f呂

。
護
宜

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

鰐
仁
本

彦

。
産
O 
速某

。
主
神

楯
授

。
授有

。
当

。
夫草
薙

宝
鏡

鏡
剣

O 
可呂

維

o 
'惟

」小

力1

O O 一O
四
一O
四
O 
五
O 
七
O 
七
O 
}¥ O 

一
一
六}¥ }¥ /¥ 

行

嘉
禄
本

。
与

O 
四

小♀
字問
O 
天

。
先
。
住
o 
錨
o 
抑
o 
之

一」

/¥ 

O 
致
O 
送

O 
姓

亮
順
本

。
与

暦
仁
本

北ハ

f音

。
陪

。
(
大
学
)
@
(
大
字
)

失

。
ナ
シ

O 
先
。
往

狭

。
猿
O 
致
。
送

ナ
シ

o 
神
o 
姓

令

。
今 矢

O 
天
。
ナ
シ

居司信

実4

o 
錨

持

O 
ifIJ 

ナ
シ

ナ
シ

o 
猿至日遂

O 
神往

。
今

一
一一四五

一
二
五五

一
二
六八一}¥ }¥ 九

一一一ム九
行

嘉
禄
本

}¥ 

。常
。
鋪
O 
之
O 
f正
O 
Yじ
O 
速
O 
E雪
O 
款
o 
褒
。
農
。
駕

。
建
。
令

九

o 
天
。
ナ
シ

亮
顕
本

ナ
シ

。
氏
O 
掌

。
鋪
O 
之
O 
f正
O 
Yじ

O 
褒軟

。
欝

。
令

O 
塩

磨
仁
本

o 
氏口調ナ

シ
往元

ナ
シ

O 
速
。
虜
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(
欠
)

哀

震

。
震賀

o 
建

バ会益、

ロロ

ナ
シ

o 
天
O 
也
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拾
遺
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本
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一一一一
O

一一一一一

一
一
一

一一一
一

一一一一
一
三
九

一
三
九
四
O 

行

嘉
禄
本

o 
彦
o 
根
。
仁
(
朱
)

。
(
小
字
)

o 
和
O 
乃
O 
会1
O 
t等
。
乎

一一一

。
今
O 
麗

ー七

O 
利

}¥ 

。
ナ
シ

。
倍
。
ナ
シ

亮
順
本

o 
彦。乃

O 
力1

。
乎
。
今

O 
利
。
共
。
倍
。
ナ
シ

擬

O 
穀

腎
仁
本

振

O 
根

ナ
シ

ナ
シ

(
大
字
)

(
大
字
)

季

ラ廷
で「ナ

シ
ナ
シ

樽

持ナ
シ

メ弘、
op 

鹿

O 
麗祈

。
共陪

O 
天
O 
穀

四四
一
四
五

一
四
七

一
回
八

一
回
九
五
O 
五
O 
五1i 五ま王一五

五

一
五
回

一
五
回

行

嘉
禄
本

四

。
今

O 
斎麻
。
為
O 
氏
O 
之
o 
詔

O 
大
。
翻
門

〈
〉
ナ
シ

。
決!
。
ナ
シ

。
ナ
シ

o 
備
。
矛
盾

亮
願
本

。
今
o 
麓
。
斎
。
為
。
氏
。
之

ナ
シ

。霊
。
大

O 
也
o 
決i
O 
也

暦
仁
本

メ合h

nロ
O 
麗己ん日ナ

シ
民ナ
シ

謂

。
詔

。
霊太

街H

口
。
ナ
シ
列、i
。
ナ
シ

嶋

乱高

ナ
シ

ナ
シ

楯
矛

。
矛
盾

一
五
八

/¥ 

O 

ゐよーゐ/、およー・

/¥ 
ル.L・/、およー・/、』よー・/、}よ-

/¥ 
-'一品
/¥ 
一
六
四

一
六
五

一
六
六

一
六
七

行

嘉
隷
本

五
五

。
ナ
シ

五
五

。
捧
持

五
五

O
ナ
シ

。
氏
o 
f乍
。
令

。
詑
O 
罪

O 
編

。
1商。子

亮
願
本

。
捧
持

メ"-op 

。
令。臼

。
作
。
令

ナ
シ

。
命

設

。
説
。
詑

O 
鴎
。
編
O 
開
O 
子

腎
仁
本

メ合、
-p 

(
欠
)

採
捧

喬

。
璽口。臼

民

民備

116 

メ弘、
op 
。
命
O 
説ナ
シ

ナ
シ

。
罪時舗ナ

シ



一
六
七

一
六
九
七
O 
七
一
七
三

七
回

七
五

一
七
五

一
七
五
七
五
七
五

一
七
六

行

嘉
禄
本

亮
順
本

。
瑞

ナ
シ

。
筒

。
瑞

六
九

。
ナ
シ

。
〆弘、

ロP

。
参

。
ナ
シ

。
命

麿
仁
本

端
。
筒身

O
今

参
祭

。
参(
小
字
)

O 
保
。
呂
O 
止

。
止
o 
fg 
。
信

。
六
年

。
ナ
シ

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

。
(
大
字
)
@
(
大
字
)

ナ
シ

七
回

。
保
。
呂
O 
止
O 
止
O 
f呂
O 
{呂
O 
也
。
六
年

七
七

。
ナ
シ

七
J¥ 

。
今

侶日呂呂

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ
弓

令

メ合、
寸3

七
J¥ 

一
七
九
J¥ 
O 
J¥ 
O 
J¥ J¥ 

一
八
六

一
八
七

一
八
七
J¥ 
J¥ 
J¥ 
九

一
九

O

一
九

O
一TJ
4
4
a
 

嘉
禄
本

七
八一

00  
太乎

亮
願
本

ナ
シ

O 
皮

腎
仁
本

。
皮
O 
子
O 
大

o 
十
。
(
双
設

)O(双
注

)
Oナ
シ

O 
十

。
始

J¥ 

O 
深
。
皇
。
以
。
賓
O 
媛

。
徒
O 
熱

九
O 

O 
叙
o 
典
o 
於

。乎
O
大

O 
深

O 
以

。錦一貝
o 
叙
O 
典
O 
於 千女自

突如王ナ
シ

姫

o 
媛

t定

o 
f走

勢

o 
執実日曲ナ

シ

九
O 

一
九九

一
九
四

一
九
回

一
九
五

一
九
六

一
九
六

一
九
六

一
九
七

O 一一O
ニ

行

嘉
禄
本

O 
稚

九

。
失

九

。
県

O 
i祭
o 
市
O 
以

九
五

。
褒
O 
於
O 
後
。
稚。突

九
七

。
蔵
O 
調
。
ナ
シ

亮
願
本

。
怠
人

ナ
シ

o 
県

氏

。民
O 
県

O 
蒋Z
~ 

O 
後

。
楽
。
蔵

。
ナ
シ

麿
仁
本

雅

O 
稚ナ

シ

ナ
シ

。至懸
。
民懸

ナ
シ

O 
寵

以
為

為
以
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寵

ナ
シ

o 
於復

雅

O 
稚井茂

o 
調日
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二
O
ニ
O O O O ニ

O
コ一
O O 
五

二

O
六
O 
七
O 
F七

O 
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嘉
禄
本

O 

。
麻
O 
埋
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綿
@
訓
秦

(QJ (QJ 
俗絹

O 

O 
官官

O 
田
。
太
玉

O 
九

o O 
詩
〈
〉
ナ
シ

亮
顧
本
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麻
O 
埋
O 
綿
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俗
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謂

手良源簿令
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今
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田
。
太
五
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ナ
シ

暦
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本
鹿ナ

シ
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改
秦

調
秦
訓

絹
綿

。
絹調

根

。
機

掠

O 
纏

薄

。
簿
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叙
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。
白
馬

。
説

暦
仁
本

O
ナ
シ

O 
玉却ナ

エ/

O 
説

七
五

二
七
六
七
J¥ 
七
J¥ 

行

嘉
禄
本

。
古
疑

亮
隈
本

。
雄
。
存

。
洲

暦
仁
本

凝

凝

/¥、
二
八
四

二
八
五

二
八
六
J¥ 
/、

行

嘉
禄
本

亮
願
本

o 
秩
。
含
。
実
。
庶
O 
典

麿
仁
本

食挟震ぞ品開

伝
本
が
一
ニ
本
の
場
合
の
異
文
対
立
は
、
各
本
の
独
自
盟
(
文
と
、
一
一
一
本
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
鼎
立
異
文
の
四
種
の
み
で
あ
る
。
そ
の
数
、

七

O 
以

嘉
禄
本

亮
願
本

腎
仁
本

五
回
例

五
八
例

一
五
八
倒
的

と
な
る
が
、
独
自
異
文
の
数
か
ら

。
ナ
シ

。
ナ
シ

。
白
馬

七
五

。詑

J¥ 
fJ!J 

七
ーよ品

/¥ 

。
ナ
シ

O 
手子
。
今

。
掛i

本
の
お
お
よ
そ
の
関
係
は
、

O
ナ
シ
在
。
今チH

O 
秩
。
合
。
実
。
庶
O 
曲

一
本
の
分
岐
点
か
ら
各
本
ま
で
の
距
離
が
、
嘉
禄
本
一
・
亮
頗
本
一
・

暦
仁
本
三
の
比
に
な
っ
て
お
り
、
嘉
捺
本
と
亮
願
本
が
近
く
、
麿
仁
本
が
遠
い
関
係
に
な
っ
て
い
る
。

独
自
異
文

鼎
立
異
文
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印
を
付
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
奨
文
に
つ
い
て
他
本
と
の
優
劣
比
較
が
で
き
る
の
は
、
嘉
謀
本
に
つ
い
て
は
次
の
一
八
例
で
あ
る
。
優
位
の
方
に

O

行
O 
J¥ 
O 
九
O
九
五
O 
m 
一O
四J¥ 

嘉
禄
本

天
草
一
阜
原
瑞
穂
閤
者

輿
向
床
蕊
ハ
殿
以
為
膏
鏡

(
小
字
)

突

亮
瀬
本
・
腎
仁
本

O
夫
天
葦
原
瑞
穂
盟
者
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O
可
与
問
床
共
殿
以
為
斉
鏡

。
(
大
字
)

狭
田
彦
大
神
の
使
大
伴
遠
祖
天
忍
日
命
帥
来
日
部
遠
祖
〔
突
〕
天
患
津
大
来
目
命
、
帯
位
前
腫

O
ナ
シ

以
所
頴
名
為
氏
姓

J¥ 

今
彼
男
女
皆
名
猿
女
君

(
小
学
)

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

O
猿
田
彦
大
神

O
以
所
額
神
名
為
氏
姓

O
今
彼
氏
男
女
皆
名
猿
女
君

O
(大
字
)

宮
柱
布
都
之
季
立



一
三
八

古
語
拾
遺
伝
本
系
統
考

五
O 

五
回O 

一
六
九
七
J¥ 

一
九
三

ニ
O
六

-L.. 

/、

与
調
物
、

魂
器
産
、
生
産
聾

O
造
備
矛
腫
、
其
物
既
備

宮
内
立
議
、
口
豆
郡
円
蔵

天
自

神
喬

O
今
神
祇
之
祭

百
廿
腕
脚
氏

令
秦
漢
ニ
氏
為
内
蔵
大
蔵

所
載
官
側
、
未
刊
除

嘉
禄
本
の
独
自
奨
文
が
優
位
の
も
の

O
与
調
物
共
、

O
魂
留
産
謹
、
生
産
霊

造
矛
盾
、
其
物
既
備
、

O
宮
内
立
蔵
、
口
ぢ
日
調
貯
蔵

O
天
白
一
神
筒
喬

令
神
扱
之
祭

O
百
廿
腕
脚
民

O
今
秦
漢
一
一
氏
為
内
蔵
大
蔵

O
所
載
官
側
、
未
見
刊
除

加
問
、
劣
位
の
も
の

六
例
で
あ
る
。

る
次
に
間
同
様
に
し
て
、
亮
願
本
の
独
自
異
文
に
つ
い
て
他
本
と
の
優
劣
比
較
が
で
き
る
の
は
次
の
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八
例
で
あ
る
。
(
行
数
は
嘉
禄
本
に
よ



一了
λ
イ
i

O 
七
O
七
八

O
八
O

O
八
五

O
九
九
O 一O

西

一O
七
O 
J¥ 五

一
二
八

一
一
一
九

ム

/、
一
八

O
九
O 

亮
願
本

令
夜
若
上
神
宮

其
勃
力
、

一
心
、
経
管
天
下

成
蒙
患
頼
、
神
皆
有
効
験
也

回
疋
聾
連
日
神
之
子

維
伝
二
神
、
共
侍
殿
内

佑
令
諸
神
、
亦
興
信
従

失
忍
日
命

天
釦
女
命

露
其
胸
乳
、
持
下
裳
帯

鶴
臼
命

泰
導
震
駕

J¥ 

達
都
橿
原
、
経
営
帝
宅

向
島
ム
叩

圏
中
人
民
、
所
犯
之

於
伊
勢
固
五
千
鈴
川
上

北
大
文
学
研
究
科
紀
要 歪
於
磐
余
雅
棲
朝

嘉
隷
本
・
腎
仁
本

。
今
在
石
上
神
宮

O
共
勢
力
、

一
心
、
経
営
天
下

O
成
蒙
恩
頼
、
皆
有
効
験
也

O
是
聾
速
日
神
之
子

O
惟
伝
二
神
、
共
侍
殻
内

O
佑
令
諸
神
、
亦
輿
賠
従

O
天
忍
日
命
鋸
女
命

。
露
其
胸
乳
、
抑
下
裳
帯
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O 
天

O 
鐸

速
臼
命

O
泰
導
度
駕

O
建
都
橿
原
、
経
営
帝
宅

O
天
富
命

O
闘
中
人
民
、
所
犯
之
罪

O
於
伊
勢
盟
五
十
鈴
川
上

O
至
於
磐
余
稚
棲
朝



一
九
四

古
一
諸
問
拾
遺
伝
本
系
統
考率

十
七
鯨
民
来
朝

九
六

一
九
六O 

一一ニムハ七
五
O 
Ii 
七

ニムハ
O

/¥ 

ー七

二
七
八

歪
後
磐
余
雅
棲
朝

一
全
後
磐
余
雅
棲
朝

教
奏
施
行
、
意
時
調
歩

四

至
於
録
切
鯛
臨
席

自
日
本
武
尊
擢
施
之
年

氏、

不
顎

也

孫
降
野
部
、
為
八
位
宮

。
猿
女
神
襲
亡
数
、
其
葉
将
絶

御
蔵
神
為
崇

方
宇
聖
賢
、
初
啓
照
桑

亮
願
本
の
独
自
異
文
が
優
位
の
も
の

。
率
十
七
蘇
民
而
来
朝

O
至
於
後
磐
余
稚
棲
朝

O
至
於
後
磐
余
雄
棲
朝

O
敷
奏
施
一
行
、
嘗
時
揺
歩

O
査
於
録
功
醗
庸

。
自
日
本
武
尊
凱
旋
之
年

O
不
預
二
氏
、
所
遺
一
一
一
也

O
殊
蜂
膏
部
、
為
八
位
官

124-

媛
女

O
神
脅
亡
散
、
其
葉
将
絶

O
御
歳
神
為
崇

O
方
今
袈
賢
、
初
啓
照
尭

側
、
劣
位
の
も
の
二
七
例
で
あ
る
。



四

次
に
向
様
に
し
て
、
情
仁
本
の
独
自
異
文
に
つ
い
て
他
本
と
の
優
劣
比
較
が
で
き
る
の
は
次
の
ふ
ハ
二
例
で
あ
る
。

O
六
七

O
七
O

O
七
四

O
七
五

O
七
六

O 
七
七

O
七
八

O
七
八

O 
J¥ 
O 
J¥ 
O
八
六

行

構
仁
本

令
指
祭
事
謂
之
多
能
志

首
髪
乃
手
足
爪

罷
武
尊
東
往
之
年

郎
以
此
錦
、
議
事
得
免

ナ
シ

。
少
彦
名
神

遁
常
世
関

O
高
皇
産
霊
神

O
車
産
霊
神

北
大
文
学
研
究
科
紀
婆 菜
子
事
代
主
神

嘉
隷
本
・
亮
瀬
本

O
今
指
築
士
事
謂
之
多
能
志

O
首
髪
及
手
足
爪

。
倭
武
尊
東
征
之
年

-125-

O
却
以
此
錦
、
薙
草
得
免

O
遂
就
於
根
菌
以
下
約
四

O
字

小
彦
名
神

。
遁
常
世
醤

高
皇
彦
護
神

O
高
皐
彦
霊
神

高
皐
彦
霊
神

O
其
子
事
代
主
神



O 
O 

古
語
拾
遺
伝
本
系
統
考

一一一
一
一
一一

一一一
一一ニ九
四
一
四
五

一
回
八

一」

/¥ 
一
六
九
七
O 

の
常
調
設
、
遂
以
為
職

四

謂
之
借
守
者
、
彼
詞
轄
也

神
武
天
皇
東
往
之
年

督
将
元
戎
、
前
向
除
兇
渠

J¥ 

奉
導
箆
賀

高
天
原

高
天
原

美
一
旦
乃
御
殿

命
在
紀
伊
国
名
草
郡

古
一
語
阿
良
多
陪

命
在
彼
圏

今
上
総
下
総
ニ
国
是
也

調
庸
外
、
賞
八
百
竿

天
罪
者
、
上
既
説
、
関
罪
者

。
以
為
護
身
御
璽

O
今
践
詐
天
之
日
所
蹴

O
護
宜

能
為
防
護
、
宜
以
高
天
原
所
御
嬰
庭
之
聴
、
」
佳
品
御
於
一
品
口
見
失

O
佑
常
鋪
設
、
遂
以
為
職

O
謂
之
借
守
者
、
彼
語
之
轄
古

O
神
武
天
皇
東
征
之
年

。
督
将
元
戎
、
第
徐
兇
渠

O
泰
導
展
駕

O
高
天
乃
原
伝

。
高
天
乃
原
伝
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O
美
一
旦
乃
御
殿
乎

O
今
在
紀
伊
国
名
草
郡

O
古
諮
問
問
良
多
倍

。
今
在
彼
間
四

O
今
為
上
総
下
総
二
鶴
田
疋
也

O
謂
庸
之
外
、
貫
八
百
竿

O
天
罪
者
、
上
既
設
詑
、
臨
罪
者

以
為
護
御
璽

命
践
詐
天
之
日
所
蹴



一
七
回

一
七
六
七
七
J¥ 
O 
J¥ 
/、

九八
O 七
九
一
九
五

一
九
六

一
九
七
O O O O 

七
O 
七

伊
佐
登
志

又
祭
八
十
万
群
神

。
男
弓
調
之
調
、
女
子
末
之
調

O
ナ
シ
草
薙
錦
、
授
日
本
武
命

未
銀
礼
典

O
至
於
軽
嶋
豊
明
朝

各
以
万
計
、
足
可
商
賞

復
磐
余
稚
棲
朝

野
茂
之
傍
、
更
建
内
蔵

。
賜
姓
臼
字
豆
鹿
佐

賜
姓
自
宇
豆
鹿
佐

今
信
猶
然

小
治
日
朝

大
王
之
胤

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

O 

入
掌
叙
王
族

O
伊
佐
登
保
志

O
又
六
年
祭
八
十
万
群
神

男
藷
之
調
、
女
子
未
之
調

(
双
注
)

侃
随
〔
天
皇
第
二
皇
女
母
皇
后
狭
穂
姫
)
神
教

O
以
草
薙
錦
、
授
日
本
武
命

O
宮
賛
媛

O
未
叙
礼
典

於
軽
嶋
豊
明
朝

O
各
以
万
計
、
足
可
褒
賞
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O
後
磐
余
稚
棲
朝

O
薄
蔵
之
傍
、
吏
建
内
蔵

賜
姓
宇
一
足
麻
佐

O
賜
姓
宇
一
双
麻
佐

O
今
俗
猶
然

。
小
治
田
朝

O
太
玉
之
胤

O
令
掌
叙
王
族



古
語
拾
遺
伝
本
系
統
考

五五
時よー・

/¥ 七九

一一一一一島よー・/、!¥ 

二
四
五
四
!¥ 
五-'--

/¥ 七!¥ 
四

一
八
六

不
能
継
職

O
陵
遅
衰
徴
、
以
宝
子
今

O
其
一
ニ
宿
祢

コ
一
宿
祢

日
以
為
姓
也

至
大
饗
年

主
天
平
中

叙
伊
勢
神

コ
一
之
職
、
不
可
相
離

代
以
膏
斧

中
臣
朝
臣
常
忠
、
改
奏
詞
去

中
門
以
来

太
宰
主
神
苛

伊
勢
大
神
官

。
古
語
意
子
都
須
玉

忽
然
遷
化
、
食
懐
地
下

東
斯
文
之
高
達

O
不
能
継
其
職

陵
遅
衰
徴
、
以
至
今

日
指
祢

O
一
一
一
目
指
祢

。
国
以
為
姓
也

O
至
大
賞
年
中

O
至
天
一
半
年
中

O
叙
伊
勢
神
宮

一
氏
之
職
、
不
可
相
離

。
伐
以
罫
斧

O
中
臣
朝
間
常
、
恋
改
奏
詞
云

O
中
間
以
来

O
大
宰
主
神
苛

O
伊
勢
大
神
宮

古
一
語
以
意
子
都
須
玉

O
忽
然
遺
化
、
合
恨
地
下

。
庶
斯
文
之
高
達



暦
仁
本
の
独
自
異
文
が
優
位
の
も
の
一
二
例
、
劣
位
の
も
の
五

O
例
で
あ
る
。

五

以
上
を
ま
と
め
る
と

嘉
禄
本
優
位

例

嘉
禄
本
劣
位

亮
順
本
優
位

亮
頼
本
劣
位

修日

謄
仁
本
優
位

修日

暦
仁
本
劣
位

と
な
る
。
祖
本
か
ら
の
接
点
は
三
本
の
分
岐
点
と
暦
仁
本
と
を
結
ぶ
路
線
上
に
あ
る
と
一
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
三
本
の
系
統

五
O
例

的
関
係
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

担
本

1 
腎亮嘉
{二願禄
本本本

一
六
例

一
一
七
例

暦
仁
本
と
他
の
本
の
字
面
が
相
違
す
る
と
き
は
、
ど
ち
ら
が
原
形
で
あ
る
か
、
判
定
に
十
分
の
段
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
嘉
隷
本

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

と
亮
瀬
本
の
独
自
異
文
は
、
特
別
の
条
件
が
無
い
限
り
、
原
形
で
は
な
い
と
見
な
し
て
良
い
こ
と
に
な
る
。

129 



吉
語
拾
遺
伝
本
系
統
考

潜
仁
本
の
独
自
異
文
は
一
五
九
例
の
内
、
六
二
併
に
つ
い
て
は
上
述
の
よ
う
に
、

そ
の
約
二
割
を
原
形
と
し
て
認
定
で
き
る
が
、
他
の

九
七
例
に
つ
い
て
は
優
劣
の
判
定
を
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
欝
仁
本
の
独
自
異
文
で
校
訂
本
文
と
し
て
採
用
さ
れ
て
も
よ

い
も
の
は
一
二
割
以
上

O
九
例
以
下
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
実
擦
の
校
訂
本
文
で
は
、
新
撰
日
本
古
典
文
庫
が
九
併
、
岩
波

文
庫
が
一
九
例
の
暦
仁
本
独
自
開
設
(
文
を
採
用
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

亮
願
本
の
独
自
異
文
は
五
八
例
の
う
ち
、
二
八
開
に
つ
い
て
は
上
述
の
よ
う
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
原
形
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
こ
の
状
況
で
は
、

例
あ
る
一
周
知
願
本
優
位
の
独
自
異
文
も
祖
本
に
既
に
あ
っ
た
誤
写
を
亮
瀬
本
が
訂
し
た
と
見
た
方
が
良
い
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
亮
願
本
の
独
自
異
文
は
校
訂
本
文
と
し
て
採
用
し
な
い
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
実
際
の
校
訂
本

文
で
も
、
新
撰
日
本
古
典
文
庫
が
一
ニ
倒
、
岩
波
文
庫
が
閤
例
の
亮
願
本
独
自
異
文
そ
採
用
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

一
八
例
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
原
形
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が

嘉
禄
本
の
独
自
異
文
は
五
回
例
の
う
ち
、

で
き
な
い
。
こ
の
状
況
で
は
、
二
例
あ
る
嘉
禄
本
優
位
の
独
自
異
文
も
担
本
に
既
に
あ
っ
た
誤
写
を
嘉
禄
本
が
一
引
出
し
た
と
見
た
方
が
良
い

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
嘉
議
本
の
独
自
異
文
は
校
訂
本
文
と
し
て
採
用
し
な
い
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
笑
際
の
校

百
本
文
で
は
、
新
撰
日
本
古
典
文
庫
が

例
、
岩
波
文
庫
が
こ
二
例
に
及
ぶ
嘉
禄
本
独
自
異
文
を
採
用
し
て
い
る
。
両
文
庫
と
も
、
底

本
と
し
た
嘉
隷
本
の
字
菌
を
み
だ
り
に
改
め
な
い
方
針
に
則
っ
て
お
り
、
特
に
新
撰
日
本
古
典
文
庫
に
そ
の
傾
向
が
著
し
い
。
他
の
本
に

見
ら
れ
ぬ
独
自
異
文
の
場
合
は
、

そ
れ
を
校
訂
本
文
に
採
る
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
両
文
庫
が
無
批
判
に
嘉
隷
本
の
字
面
を

採
用
し
、
疑
点
を
生
ぜ
し
め
た
若
干
例
を
次
に
挙
げ
る
。

一一一
宮
柱
布
都
之
季
立

↓ 

嘉
様
本

宮
柱
〔
布
都
之
利
〕
立



宮
柱
(
み
や
は
し
ら
)

ふ
と
し
り
立
て
て

(
新
撰
日
本
古
典
文
庫
)

宮
柱
(
み
や
は
し
ら
)

ふ
と
し
り
立
て

(
岩
波
文
庫
)

嘉
諌
本
は
古
事
記
・
祝
認
が
「
宮
柱
ふ
と
し
り
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
ふ
と
し
く
L

を
誤
り
と
見
て
草
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

七

今
伊
勢
宮
司
、
調
任
中
臣
氏
、
不
預
融
門
部
氏
、
所
遺
コ
一
世
i
v
嘉
禄
本

不
額
二
氏

一
の
氏
を
預
け
ず

(
新
議
日
本
古
典
文
庫
)

一
氏
を
預
ら
し
め
ず

(
山
石
波
文
庫
)

猿
女
之
祖
亦

氏
」
と
な
る
。
「
不
賀
野
部
氏
」
を
「
不
預
二
氏
(
斉
藤
氏
・
猿
女
氏
)
」
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
は
、
中
垣
二
野
部
二
氏
相
副

↓ 

三
氏
之
職

調
任
中
臣
氏

と
い
う
次
第
で
最
後
に
「
不
預

二
四
六

中
臣
朝
臣
常
、
恋
改
奏
詔
一
五
、
「
中
間
率
薄
部
、
候
御
門
L

者
、
彼
省
関
修
、
永
為
後
例
、
子
今
未
改
、
所
遺
五
也
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嘉
禄
本

彼
省
因
修

彼
(
か
)

の
省
(
っ
か
さ
)
、
因
循
(
し
た
が
)
ひ
て
永
(
ひ
た
ぶ
る
)
に
後
(
の
ち
)

の
例
(
あ
と
)
と
為
(
な
)
し
て

(
新
撰
日
本
古
典
文
庫
)

彼
(
そ
)

の
省
(
っ
か
さ
)
、
因
循
(
し
た
が
)

ひ
て
永
(
な
が
)
く
後
(
の
ち
)

の
例
(
た
め
し
)

と
為
(
な
)
し
て

(
岩
波
文
庫
)

両
文
庫
と
も
「
修
」
字
を
嘉
禄
本
・
亮
瀬
本
は
「
循
」
、
謄
仁
本
の
み
「
修
」
と
し
て
い
る
が
、
嘉
禄
本
・
亮
願
本
と
も
に
字
の
右
下
は

「
丹
」
で
あ
っ
て
「
目
」
で
は
な
い
の
で
、
「
修
」
字
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
商
修
」
の
字
面
で
文
意
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



古
語
拾
遺
伝
本
系
統
考

輸品明

J、

最
後
に
、
新
撰
日
本
古
典
文
庫
と
岩
波
文
庫
と
の
間
で
異
な
る
見
解
が
一
部
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。

一
つ
は
、
「
拾
遺
」
の
意
味
に
つ
い
て
で
あ
る
。
新
諜
日
本
古
典
文
庫
で
は
、

体
『
古
語
拾
遺
』
と
い
う
書
名
は
、
「
古
一
訪
問
L

の
遺
れ
る
も
の
を
拾
い
集
め
た
も
の
、

と
い
う
意
と
考
え
ら
れ
る
が
、

い
う
語
は
、
昔
語
り
・
古
~
伝
承
の
意
と
、
古
い
語
句
の
意
と
の
荷
様
に
解
せ
ら
れ
る
。

(
中
略
)
本
書
に
お
け
る
「
古
語
L

の
使
用
例

を
見
る
と
、

(
中
略
)
語
句
に
重
点
が
謹
か
れ
て
お
り
、
古
伝
承
を
さ
し
て
「
古
盛
岡
L

と
い
う
例
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た

は
、
本
書
一
で
は
「
所
遺
」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
序
文
に
は
、
「
菌
史
家
牒
雄
載
其
由
略
、

一
二
委
曲
猶
有

所
遺
、

一
一
ヶ
条
の
「
所
遺
」
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

(
中
略
)
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
後
段
に
、
(
中
路
)
掲
げ
ら
れ
た
、

「
正
し
い
由
来
が
忘
れ
ら
れ
、
現
在
で
は
誤
っ
た
形
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
」
の
意
と
理
解
さ
れ
る
。

と
し
、
校
注
訓
読
文
に
お
い
て
も
「
所
遺
L

の
す
べ
て
を
「
あ
や
ま
て
る
と
こ
ろ
L

と
訓
読
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
岩
波
文
庫
は

ま
ず
、

に
は
「
誤
る
」
意
は
な
い
こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。
嘉
禄
本
の
ア
ヤ
マ
テ
ル
の
訓
に
よ
っ
て
文
脈
を
考
え
、

と
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ら
に
「
拾
遺
」
の
「
遺
」

の
解
釈
に
及
ぼ
す
か
ら
評
価
ま
で
誤
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
て
、
「
遺
」
は
「
忘
れ
る
・
漏
れ
る
・
残
る
」

の
意
で
あ
る
。
(
中
略
)

「
所
遺
」
の
十
一
ヶ
条
も
内
容
を
検
す
る
と
、
「
昔
は
こ
う
だ
つ
た
。
今
は
こ
う
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

(
古
倍
承
)
が
遺
漏

し
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
意
で
あ
る
。

と
し
て
い
る
。

新
撲
日
本
古
典
文
庫
の
記
述
は
、
訓
読
文
の
凡
例
に
「
東
京
大
学
大
学
院
に
お
け
る
古
語
拾
遺
講
読
会
の
成
果
も
参
考
に
L

し
た
と
あ

る
通
り
、
大
学
続
演
習
「
文
学
理
論
の
研
究
L

の
上
代
研
究
班
が
提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る
次
の
文
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

「
古
語
拾
遺
L

と
い
う
書
名
は
、

の
「
遺
」
を
「
拾
L

集
し
た
も
の
、

と
しユ

に
解
せ
ら
れ
る
。
「
古
語
」
は
、
昔
語
り
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古
伝
承
の
意
、
と
、
古
い
語
句
の
意
と
、

二
様
に
解
せ
ら
れ
る
。
(
中
略
)
本
書
に
お
け
る
使
用
併
を
見
る
と
、
(
中
略
)
語
句
に
重
点

が
置
か
れ
て
お
り
、
古
伝
承
を
さ
し
て
「
古
語
L

と
い
う
例
は
見
ら
れ
な
い
。

は
、
本
書
一
で
は
「
所
遺
」
の
語
形
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
序
に
、
「
国
史
家
牒
雄
載
其
由
略
、

と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
後
段
に
、
(
中
略
)
挙
げ
ら
れ
た
、
十
一
ヶ
条
の
「
所
遺
」
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
正
し
い
由
来
が
忘

一
二
委
副
猫
有
所
遺
、

全
中
略
)
」

れ
ら
れ
、
現
今
で
は
誤
っ
た
形
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
」
の
意
で
あ
る
。
(
中
略
)

(
宮
津
俊
雅
)

(
中
略
)

(
注
)
右
六
篇
の
小
論
は
、
各
人
が
各
々
執
筆
し
た
も
の
を
骨
子
と
し
て
、
秋
本
が
文
費
を
負
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
婆



古
詩
拾
遺
伝
本
系
統
考

こ
の
宮
、
擦
に
よ
る
小
論
は
正
面
切
つ
て
の
主
張
で
は
な
く
、
嘉
禄
本
で
、
「
遺
L

を
「
あ
や
ま
て
り
」
と
訓
じ
て
い
る
所
由
を
考
え
、
施

説
者
の
解
釈
を
代
弁
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
「
拾
遺
L

と
い
う
語
に
は
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。

「
拾
遺
和
歌
集
」
「
拾
遺
住
生
伝
L

な
ど
が
こ
の
例
で
あ
る
。
普
通
は
「
拾
遺

l
J
の
形
を
と
り
、
「
柳
樽
拾
遺
L

の
形
は
日
本
語
風

一
は
「
採
り
残
さ
れ
て
い
る
も
の
を
拾
い
集
め
る
」
の

で
あ
る
。

に
落
ち
て
い
る
も
の
を
拾
っ
て
自
分
の
も
の
に
し
て
し
ま
う
L

の
意
。
「
途
(
み
ち
)

は
、
君
子
の
威
徳
が
行
き
渡
っ
て
い
る
か
、
法
規
制
が
極
端
に
厳
し
い
か
、
の
謂
で
あ
る
。

lま

に
遺
(
お
)

ち
た
る
を
拾
は
ず
」
と

職
で
あ
る
。
「
君
主
の
見
落
と
し
て
い
る
過
失
を
見
つ
け
だ
す
L

役
自
で
あ
る
。
「
遺
」
と
は

の
過
ち
で
あ
る
。
「
あ
や
ま
て
る
」
の
訓
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一
は
、
侍
従
の
唐
名
。

「
宇
治
拾
遺
物
一
語
」
は
こ
の
例
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
拾
遺
官
は
侍
能
と
い
う
よ
り
は
、

は
こ
こ
か
ら
来
る
。

の
審
一
名
も
こ
の
意
味
で
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
「
古
語
も
て
拾
遺
す
」
、
古
伝
承
を
論
拠
に

の
施
政
の
過
ち
を
告
発
す
る
、

そ
れ
こ
そ
が
『
古
語
拾
遺
』

の
本
旨
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
の
事
柄
は
「

二
委
曲
猶
有
所
遺
」
の
「
二
一
L

に
つ
い
て
。
新
撰
日
本
古
典
文
庫
で
は
『
類
緊
名
義
抄
』
(
観
智
院
本
)
に

-， 
(
つ
ば
ひ
ら
か
)

ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
ニ
」
と
あ
り
嘉
禄
本
お
訓
が
「
ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
ニ
セ
ル
コ
ト
L

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

J

ニ
委
曲
」
を
「
委
品
開
を
一
一
一

の
委
曲
(
ゐ
き
よ
く
)
」
と
剖
訓
読
し
、

に
せ
る
こ
と
」
と
訓
読
し
て
い
る
が
、
岩
波
文
庫
は
こ
れ
を
二
二

(
い
ち
に
)

「
委
曲
L

は
詳
細

で
あ
り
、

ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
ニ
ス
ル
は
詳
細
に
す
る
の
意
で
あ
る
か
ら
、
「
詳
細
L

を
「
詳
細
に
す
る
L

と
な
り
、



そ
れ
で
は
文
意
を
な
さ
な
い
。

の
「
不
能
一
ニ
其
詳
(
そ
の
つ
ま

び
ら
か
な
る
こ
と
を
一
二
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
ご
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
「
一
二
」
と
は
一
つ
一
つ
確
認
す
る
と
い
う

と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
が
当
た
ら
な
い
こ
と
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
『
文
選
』

意
味
で
あ
る
。

な
お
、
両
文
庫
は
、

其
の
由
略
を
載
す
と
離
も
、
委
曲
を
一
一
一

(
つ
ば
ひ
ら
か
)

に
せ
る
こ
と
猶
遺
(
あ
や
ま
)

て
る
所
有
る
が
如
し

(
新
撰
臼
本
古
典

文
庫
)

其
の
由
(
よ
し
)
を
載
す
と
難
(
い
へ
ど
)
も

一
二
の
委
曲
、
猶
遺
(
も
)
り
た
る
有
り
、

(
岩
波
文
庫
)

-135 

と
よ
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
は

其
の
由
略
を
載
せ
、
委
曲
を
一
一
一

(
つ
ば
ひ
ら
か
)
に
せ
る
こ
と
あ
り
と
難
も
、
猶
遺
(
あ
や
ま
)

て
る
所
有
る
が
如
し

と
よ
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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